
令和８年９月
第253号

戸田港から眺める夕日

⃝国等への意見書２件を議決しました　�  P.10
臨時会を開催臨時会を開催

市政について問う！市政について問う！
⃝15人の議員が一般質問を行いました　�  P.4〜8

ピックアップ議会ピックアップ議会
⃝令和８年度　沼津市一般会計補正予算（第３回）を可決
　物価高騰等の影響を受ける市民・事業者を支援します　�  P.2
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【補正予算の事業概要】
◦�市内小規模事業者を対象とした「沼津市小口資金利子補給制度」を拡充し、利子補給率を
年 1.08％から年 1.58％に引上げ
◦後年度の利子補給金の財源として、小規模事業者物価高騰等対策利子補給基金に積立て

沼津市小口資金利子補給制度とは？
　小規模事業者が経営の安定及び発展を図るために、金融機関から借り受けた小口事業資金
について、市が一定の割合で利子補給をするもの

【融資の対象】
◦�従業員が 30人（商業、サービス業は 10人）以下の法人及び個人で、市内に店舗、工場
または事業所を有するもの
◦従業員が 30人以下の医療法人
◦市内において３か月以上同一事業を行っているもの
◦申込日以前において、納期の到来した納税額を完納していること
◦保証協会の信用保証対象資格があること
【融資限度額】　700万円
【融資期間】　５年以内

②中小企業支援利子補給事業

①子どもの居場所づくりコーディネート事業費� 500 万円
②中小企業支援利子補給事業費� 5,800 万円

詳細はＨＰをチェック

【補正予算の事業概要】
◦こども食堂に米を配布（令和８年７月～令和９年３月を予定）
◦子どもの居場所に食品を配布（夏休み期間中）

配布する食品の選定について、現在の
検討状況は。
食品などの配布実績がある沼津市社会
福祉協議会と検討を進めている。学校
給食のない夏休み期間における栄養補
給を目的とした食支援のため、現時点
では、御飯とおかずがセットになった
レトルト食品を想定している。

食品の配布対象となる子どもの居場所
の数は。
令和８年５月末時点では、こども食堂 
21 か所を含む 38か所である。

問

答

問

答

一般会計予算決算委員会での主な質疑

①子どもの居場所づくりコーディネート事業

▲子どもの居場所に食品を配布

市が後援する子どもの居場所一覧はこちら

補正予算に計上された主な内容は？
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　第 13回（６月）定例会を、６月５日から６月 29日までの 25日間にわたり開催しました。こ
の定例会では、令和 8年度補正予算議案等 40件と議員提出議案 2件を審議し、議決するとともに、
８件の報告を受けました。
　また、15人の議員によって一般質問が行われ、活発な議論が交わされました。（P.４～８）

6 月定例会の主な内容

議　案　名

議
決
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果

志
政
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志
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市
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公
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党

日
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共
産
党
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無
所
属

⑻ ⑹ ⑸ ⑶ ⑵ ⑵ ⑴
人
事 認第31号 副市長選任の同意（川﨑周太郎） 同意 〇 〇 〇 〇 × 〇 ×

〇：賛成　×：反対　（　）内は人数会派別　賛否が分かれた議案一覧

主な議案一覧

・�上記議案のほか、満場一致で 21件を可決し、20件に同意しました。

議　案　名 内　　　　容 議決結果

条　
例

議第72号
沼津市小規模事業者物価高騰等対
策利子補給基金条例の制定

■市内小規模事業者の経営安定化のため、基金を設置します
中東情勢に伴う物価高騰等により影響を受けている市内小規模事業者の経営
安定化を目的として、沼津市小口資金利子補給事業に要する経費の財源に充
てるため、基金を設置するものです。

可決

予　
算

議第67号
令和８年度沼津市一般会計補正予
算（第２回）

■�７億 1,490 万 2,000 円を追加し、予算総額は 963億 8,490 万 2,000 円
となります
追加するものは、生活保護扶助費３億 1,200 万円、市民文化センター施設
整備事業費２億 1,460 万円が主なもので、財源としては、それぞれの特定
財源のほか、一般財源として繰越金をもって充てるものです。このほか、繰
越明許費として片浜西沢田線道路改良事業 2億 9,000 万円を翌年度に繰り
越すほか、債務負担行為として市民文化センター施設整備事業費（その２）
を追加するものです。

可決

議第 73号
令和８年度沼津市一般会計補正予
算（第３回）

■ 6,300 万円を追加し、予算総額は 964億 4,790 万 2,000 円となります
追加するものは、中小企業支援利子補給事業費 5,800 万円、子どもの居場
所づくりコーディネート事業費 500万円で、財源としては、特定財源とし
て国庫補助金を、一般財源として繰越金をもって充てるものです。このほ
か、債務負担行為として小口資金利子補給金の限度額を変更するものです。

可決

契　
約

議第69号
工事請負契約の締結（沼津市立金
岡小学校校舎等外壁改修他工事）

■沼津市立金岡小学校の校舎外壁改修などの工事を行います
制限付き一般競争入札により４億 7,080 万円で株式会社佐藤建設　代表取
締役　佐藤宗德と工事請負契約を締結し、外壁改修工事、屋上防水工事、Ｌ
ＥＤ化改修工事、トイレ洋式化工事を行うものです。完成期限は令和 10年
２月 19日です。

可決

議第 74号
工事請負契約の締結（黒瀬橋橋梁
補修工事）

■黒瀬橋の橋梁補修工事を行います
制限付き一般競争入札により１億 3,387 万円で有限会社土屋組　代表取締
役　土屋治己と工事請負契約を締結し、橋梁補修工事として、橋梁塗装工や
防護柵設置工を行うものです。完成期限は令和 9年５月５日です。

可決

人　
事

認第11号
監査委員選任の同意 令和８年６月30日をもって任期満了となる間

ま

野
の

𠮷
よし

幸
ゆき

氏を再任するものです。 同意

認第 12号～認第 30号
農業委員会委員任命の同意

令和 8年７月 19日をもって任期満了となる農業委員会委員について、佐
さ

野
の

良
りょういちろう

一郎氏、相
あ い そ

磯　猛
たけし

氏、水
みず

口
ぐち

　満
みつる

氏、佐
さ

藤
とう

孝
たか

行
ゆき

氏、原
はら

田
だ

佳
よし

和
かず

氏、羽
は

切
きり

浩
ひろ

和
かず

氏、森
もり

光
みつ

智
とも

一
かず

氏、鈴
すず

木
き

良
よし

隆
たか

氏、白
しら

岩
いわ

和
かず

子
こ

氏、杉
すぎ

山
やま

富
とみ

子
こ

氏、秋
あき

山
やま

清
きよ

房
ふさ

氏、杉
すぎ

山
やま

光
みつ

伸
のぶ

氏、加
か

藤
とう

久
ひさ

佳
よし

氏、芹
せり

澤
ざわ

英
ひで

彦
ひこ

氏、秋
あき

山
やま

松
まつ

夫
お

氏、野
の

秋
あき

清
きよ

継
つぐ

氏、宇
う

野
の

宏
ひろ

昭
あき

氏、
相
あ い そ

磯秀
ひで

昭
あき

氏、鈴
すず

木
き

秀
ひで

利
とし

氏の 19人を任命するものです。

同意

認第 31号
副市長選任の同意

令和 8年 7月 30 日に辞職する𠮷
よし

澤
ざわ

勇
ゆう

一
いち

郎
ろう

氏の後任として、川
かわ

﨑
さき

周
しゅう た ろ う

太郎氏
を選任するものです。 同意

☆このほかの議案については、沼津市議会のホームページを御覧ください。 沼津市議会 検索
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市 政 に つ い て

問 う ！

一
般
質
問

本
市
の
市
営
住
宅
に
係
る
諸
施
策
に

つ
い
て
、
①
住
宅
困
窮
者
へ
の
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
住
宅
確
保
に
取
り
組
む

考
え
は
。
②
自
己
所
有
住
宅
等
と
の
公
平

性
を
踏
ま
え
た
市
営
住
宅
整
備
の
在
り
方

に
対
す
る
認
識
と
今
後
の
取
組
は
。

都
市
計
画
部
長
／
①
現
在
、
沼
津
市

営
住
宅
の
整
備
・
管
理
に
関
す
る
実
施
計

画
の
改
定
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
過
程
で

住
宅
部
局
と
福
祉
部
局
が
連
携
し
、
住
宅

困
窮
者
へ
の
配
慮
と
住
宅
供
給
地
域
の
是

正
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
は
、
国
が

進
め
る
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
制
度
を

活
用
し
た
家
賃
補
助
制
度
の
導
入
を
検
討

問答

す
る
な
ど
、
南
部
エ
リ
ア
等
の
供
給
過
小

地
域
に
お
い
て
も
住
宅
確
保
に
努
め
て
い

く
。
②
自
己
負
担
で
住
居
を
維
持
・
管
理

し
て
い
る
市
民
の
視
点
や
金
利
上
昇
に
伴

う
家
計
へ
の
影
響
を
考
慮
す
れ
ば
、
整
備

に
お
い
て
は
公
平
性
の
確
保
と
財
政
負
担

の
最
小
化
が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。
今

後
、
改
修
等
を
行
う
場
合
は
、
公
営
住
宅

法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
つ
つ
、
過
度
な
設
備

を
避
け
、
効
率
的
な
整
備
に
努
め
る
ほ
か
、

住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
制
度
に
よ
る
家

賃
補
助
等
も
組
み
合
わ
せ
、
建
て
替
え
に

伴
う
財
政
負
担
を
適
切
に
抑
制
し
、
公
平

で
無
駄
の
な
い
住
宅
施
策
に
取
り
組
む
。

市営住宅の適正管理と
今後の取組は

尾
藤
　
正
弘

児
童
生
徒
の
適
切
な
養
育
環
境
の
確

保
に
向
け
た
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
と

教
育
委
員
会
の
連
携
は
。

福
祉
事
務
所
長
／
家
庭
で
の
養
育
に

支
援
が
必
要
な
案
件
の
早
期
発
見
に
は
、

教
育
現
場
に
お
け
る
気
づ
き
が
大
変
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
学
校
訪
問

に
よ
る
意
見
交
換
や
児
童
生
徒
の
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
を
通
じ
た
相
談
窓
口
の
案
内
・

周
知
等
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、
虐
待
が

疑
わ
れ
る
場
合
な
ど
支
援
が
必
要
な
案
件

に
つ
い
て
は
、
学
校
に
連
絡
し
、
心
身
の

状
態
変
化
や
出
席
状
況
を
共
有
す
る
ほ
か
、

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
直
接
学

問答

校
に
出
向
い
て
面
談
し
、
今
後
の
対
応
を

確
認
す
る
な
ど
、
連
携
を
強
化
し
て
い
る
。

教
育
長
／
小
中
学
校
に
お
い
て
、
虐
待
等

の
疑
い
を
発
見
し
た
場
合
、
直
ち
に
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
し
、
児
童
生
徒

の
基
本
情
報
や
家
庭
環
境
、
校
内
で
確
認

さ
れ
た
事
案
の
初
期
情
報
を
共
有
し
て
い

る
。
教
育
委
員
会
は
、
学
校
と
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
と
の
意
思
疎
通
や
情
報
共
有

が
よ
り
十
分
に
図
ら
れ
る
よ
う
、
調
整
を

行
う
ほ
か
、
指
導
主
事
は
、
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
が
調
整
機
関
を
務
め
る
要
保
護

児
童
対
策
地
域
協
議
会
の
実
務
者
会
議
に

参
画
す
る
な
ど
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

児童生徒の適切な養育環境の　　
確保に向けた福祉と教育の連携は

村
木
　
　
豊

議員名 主な質問項目 掲載頁

尾藤　正弘 障がいのある人の保護者への支援／市営住宅の適正管理 ４

村木　　豊 こども家庭センターと教育委員会の連携強化 ４

大草　　満 教育職員の業務量管理と健康確保／要配慮者利用施設の避難 ５

深田　　昇 ごみ政策の実態把握及び評価／新中間処理施設と判決対応 ５

渡部一二実 本市の単位自治会運営に関する課題認識と対応策 ５

渡邉　博夫 庁舎の現状認識・市民との合意形成・財政計画・市長の政治的判断 ５

小澤　　隆 森林の管理 ６

佐野　博一 学校体育施設の活用／特殊詐欺被害防止対策 6

小泉　宣子 終活支援／ＲＳウイルス感染症／生命（いのち）の安全教育 6

片岡　章一 消防団組織再編／環境政策／暑さ対策／水泳実技指導 6

川口　　慶 災害関連死を防ぐ取組 ７

髙橋　秀子 養育費を子どもに届ける支援／新しい平和行政 ７

平野　　謙 小中学校の教育環境整備 7

加藤　元章 庁舎移転／企業立地促進／中小企業支援／高齢者選挙投票支援 ７

山下富美子 夜間救急医療センターの刑事事件／林道古宇河内線の未登記と税 8

※議員名の下のＱＲを読み取ると、各議員の一般質問の録画映像が視聴できます。

全ての質問項目（通告一覧）はこちら

第
十
三
回
（
六
月
）
定
例
会
で
は
十
五
人
の

議
員
が
市
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
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一 般 質 問市政について問う！

地
区
セ
ン
タ
ー
の
飲
食
を
伴
う
利
用

の
制
限
を
解
禁
す
る
考
え
は
。

政
策
推
進
部
長
／
地
域
住
民
の
交
流

の
場
に
お
け
る
飲
食
を
伴
う
集
い
や
歓
談

が
、
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促

す
要
素
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
一
部
の
地
域
住
民
か
ら
、
地
区
セ

ン
タ
ー
で
の
飲
食
制
限
の
解
禁
を
望
む
声

が
あ
る
こ
と
も
承
知
し
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
飲
食
を
無
制
限
に
解
禁
し
た
場

合
、
飲
食
後
の
清
掃
や
消
毒
の
徹
底
、
マ

ナ
ー
違
反
へ
の
対
応
な
ど
を
、
指
定
管
理

者
の
限
ら
れ
た
人
員
で
行
う
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。
市
と
し
て
は
、
全
て
の
地
区
セ

問答

ン
タ
ー
利
用
者
が
、
公
平
か
つ
清
潔
に
利

用
で
き
る
よ
う
、
飲
食
制
限
の
解
禁
に
つ

い
て
は
慎
重
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。
現
在
は
、
原
則
と
し

て
飲
食
は
禁
止
す
る
も
の
の
、
納
涼
祭
な

ど
の
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
や
料

理
教
室
に
お
け
る
成
果
物
の
飲
食
、
高
齢

者
や
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
等
の
福
祉

事
業
な
ど
、
飲
食
を
主
目
的
と
し
な
い
イ

ベ
ン
ト
等
に
つ
い
て
の
み
、
そ
の
内
容
を

踏
ま
え
、
飲
食
を
認
め
る
取
扱
い
と
し
て

い
る
が
、
今
後
、
各
地
区
の
実
情
や
意
見

を
聴
き
な
が
ら
、
施
設
管
理
の
在
り
方
を

含
め
、
検
討
し
て
い
く
。

地区センターの飲食を伴う　
利用の制限を解禁する考えは

渡
部
　
一
二
実

教
育
職
員
の
業
務
量
管
理
と
健
康
確

保
に
向
け
た
各
学
校
へ
の
支
援
は
。

教
育
長
／
本
市
で
は
、
教
育
職
員
が

本
来
業
務
で
あ
る
授
業
や
児
童
生
徒
の
指

導
に
集
中
で
き
る
よ
う
、
相
談
や
福
祉
な

ど
の
専
門
性
の
高
い
分
野
は
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
の
活
用
を
促
進
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ

Ｉ
等
の
Ｄ
Ｘ
分
野
に
つ
い
て
は
外
部
人
材

を
紹
介
す
る
な
ど
、
専
門
家
の
配
置
を
拡

充
し
て
い
る
。
ま
た
、
業
務
の
見
直
し
や

会
議
時
間
の
短
縮
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

事
務
作
業
の
効
率
化
な
ど
実
情
に
応
じ
た

指
導
や
助
言
を
行
う
こ
と
で
、
教
育
職
員

問答

の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
く
。

要
配
慮
者
利
用
施
設
に
お
け
る
津
波

避
難
対
策
に
関
す
る
取
組
は
。

市
長
／
各
施
設
で
策
定
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
避
難
確
保
計
画
の
中
で
防
災

体
制
や
避
難
誘
導
等
を
定
め
る
ほ
か
、
避

難
訓
練
の
実
施
や
避
難
経
路
の
確
認
を
行

い
、
必
要
に
応
じ
て
計
画
の
見
直
し
や
変

更
が
さ
れ
て
い
る
。
訓
練
等
の
実
施
後
に

は
、
施
設
か
ら
様
々
な
要
望
や
意
見
が
寄

せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
際
に
は
、
現
地
確

認
や
自
治
会
及
び
関
係
部
署
と
の
調
整
等

を
行
い
、
安
全
で
最
適
な
避
難
経
路
の
確

保
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問答

教育職員の業務量管理と健康確保に
向けた各学校への支援は

大
草
　
　
満

新
庁
舎
の
整
備
・
建
て
替
え
の
見
通

し
は
。市

長
／
現
庁
舎
は
、
一
九
六
六
年
の

竣
工
以
来
、
六
十
年
の
長
き
に
わ
た
り
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
拠
点
と
し
て
、
市

の
発
展
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
。
現
時
点

で
は
、
目
標
使
用
期
間
が
二
十
年
残
っ
て

お
り
、
今
す
ぐ
に
検
討
に
入
る
段
階
で
は

な
い
が
、
い
ず
れ
訪
れ
る
庁
舎
の
更
新
に

当
た
っ
て
は
、
新
庁
舎
の
整
備
・
建
て
替

え
の
検
討
を
計
画
的
・
段
階
的
に
進
め
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
在
り
方
を
、

適
切
な
時
期
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
新
庁
舎
の
整
備
・
建
て
替
え
に
当

問答

本
市
の
ご
み
政
策
に
つ
い
て
、
①
ご

み
集
積
場
所
の
管
理
に
対
す
る
地
域
負
担

の
実
態
と
支
援
の
状
況
は
。
②
市
民
と
の

協
働
に
対
す
る
認
識
は
。

生
活
環
境
部
長
／
①
本
市
の
条
例
で

は
、「
集
積
場
所
は
、
こ
れ
を
使
用
す
る

者
が
管
理
し
、
清
潔
の
保
持
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
ご
み
集
積
場
所
の
管
理
に
つ
い
て
は

自
治
会
が
行
っ
て
い
る
。
自
治
会
に
よ
っ

て
は
ご
み
の
当
番
を
割
り
当
て
る
な
ど
の

対
応
を
取
っ
て
い
る
が
、
近
年
は
高
齢
者

な
ど
が
増
え
、
そ
の
負
担
は
増
加
し
て
い

る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、

問答

▲ 1966年竣工の現市役所本庁舎

た
っ
て
、
先
進
事
例
で
は
、
検
討
の
段
階

で
広
く
市
民
か
ら
意
見
を
聴
取
し
て
お
り
、

本
市
に
お
い
て
も
同
様
に
市
民
の
声
に
耳

を
傾
け
、
合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
丁
寧

に
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

ご
み
籠
の
購
入
や
、
ご
み
集
積
場
所
の
修

繕
費
等
に
対
す
る
補
助
金
の
交
付
、
違
反

ご
み
の
回
収
な
ど
、
ご
み
集
積
場
所
の
安

定
し
た
運
営
の
た
め
の
支
援
を
行
っ
て
い

る
。

市
長
／
②
市
民
と
の
協
働
は
、
ご
み
施
策

の
根
幹
で
あ
り
大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
自
治
会
や
地
域
住
民
は
、
ご
み

の
集
積
場
所
の
管
理
や
分
別
指
導
、
環
境

美
化
啓
発
活
動
な
ど
多
く
の
役
割
を
担
っ

て
お
り
、
負
担
を
強
い
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。
今
後
は
、
分
別
方
法
の
周
知
徹

底
や
不
適
切
排
出
へ
の
対
策
等
に
よ
り
、

自
治
会
等
の
負
担
を
軽
減
し
て
い
く
。

新庁舎の整備・建て替えの見通しは

ごみ政策における　　　　　
市民との協働に対する認識は

渡
邉
　
博
夫

深
田
　
　
昇

5 ＊ぬまづ市議会だより  № 253

https://smart.discussvision.net/smart/tenant/numazu/WebView/rd/speech.html?council_id=66&schedule_id=2&playlist_id=5&speaker_id=14&target_year=2026
https://smart.discussvision.net/smart/tenant/numazu/WebView/rd/speech.html?council_id=66&schedule_id=2&playlist_id=7&speaker_id=10&target_year=2026
https://smart.discussvision.net/smart/tenant/numazu/WebView/rd/speech.html?council_id=66&schedule_id=2&playlist_id=4&speaker_id=47&target_year=2026
https://smart.discussvision.net/smart/tenant/numazu/WebView/rd/speech.html?council_id=66&schedule_id=2&playlist_id=6&speaker_id=17&target_year=2026


先
進
市
で
導
入
し
て
い
る
、
終
活
相

談
に
対
応
し
、
市
民
の
死
後
事
務
へ
の
不

安
を
解
消
す
る
た
め
の
相
談
窓
口
の
設
置

や
市
民
が
安
心
し
て
終
活
支
援
事
業
者
を

利
用
す
る
た
め
の
公
的
な
認
証
制
度
導
入

に
向
け
た
取
組
は
。

福
祉
事
務
所
長
／
先
進
市
の
取
組
に

つ
い
て
は
、
本
市
に
お
い
て
も
効
果
が
期

待
で
き
る
取
組
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ

ら
の
内
容
や
課
題
等
の
情
報
収
集
に
努
め
、

国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
本
市
の
実

情
に
合
っ
た
効
果
的
な
取
組
を
調
査
研
究

し
て
い
く
。

基
礎
疾
患
を
持
つ
高
齢
者
を
対
象
と

問答問

し
た
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て
、
公
費
負
担
と
す
る
考
え
は
。

市
長
／
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
Ｒ
Ｓ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、

令
和
六
年
三
月
に
国
の
厚
生
科
学
審
議
会

で
議
論
が
開
始
さ
れ
た
が
、
定
期
予
防
接

種
化
に
向
け
て
さ
ら
な
る
情
報
収
集
が
必

要
で
あ
る
こ
と
等
を
理
由
と
し
て
、
い
ま

だ
法
定
の
定
期
予
防
接
種
と
し
て
指
定
さ

れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
引
き
続
き
、

国
の
動
向
に
注
視
し
つ
つ
、
近
隣
市
町
等

の
状
況
も
踏
ま
え
、
公
費
負
担
の
必
要
性

に
つ
い
て
、
調
査
研
究
し
た
上
で
判
断
し

て
い
く
。

答

終活支援を担う相談窓口の
設置等に向けた取組は

小
泉
　
宣
子

本
市
の
森
林
の
現
状
と
今
後
の
整
備

な
ど
に
対
す
る
考
え
は
。

産
業
振
興
部
長
／
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
を

主
体
と
し
た
人
工
林
の
面
積
は
四
千
五
百

九
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
公
有
林
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
人
工

林
の
約
九
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
が
四
十
年
以

上
の
林
分
で
あ
り
、
伐
期
齢
を
迎
え
た
森

林
が
多
く
資
源
と
し
て
成
熟
し
て
い
る
。

本
市
が
管
理
す
る
民
有
林
の
保
育
に
つ
い

て
は
、
標
準
的
な
樹
種
・
実
施
林
齢
及
び

時
期
等
を
考
慮
し
た
間
伐
等
を
実
施
し
て

お
り
、
立
木
の
生
育
促
進
、
林
分
の
健
全

化
及
び
利
用
価
値
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、

問答

本市の森林の現状と　　　　　
今後の整備などに対する考えは

小
澤
　
　
隆

市
民
の
命
と
健
康
を
守
る
た
め
、
ク

ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
と
し
て
公
共
施
設

を
よ
り
柔
軟
に
活
用
す
る
考
え
は
。

市
民
福
祉
部
長
／
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ

ル
タ
ー
に
指
定
さ
れ
た
公
共
施
設
の
活
用

は
、
熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
の
発
表

時
に
限
ら
ず
、
猛
暑
日
等
が
予
想
さ
れ
る

場
合
に
も
熱
中
症
対
策
と
し
て
極
め
て
有

効
で
あ
る
た
め
、
各
施
設
の
設
置
目
的
を

阻
害
し
な
い
範
囲
で
の
利
用
条
件
の
緩
和

も
含
め
、
関
係
部
署
と
協
議
・
検
討
す
る
。

ま
た
、
施
設
の
開
放
状
況
や
利
用
方
法
に

つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
し
、

誰
も
が
利
用
し
や
す
い
避
暑
環
境
の
提
供

問答

地
域
住
民
同
士
の
交
流
促
進
や
世
代

間
交
流
の
創
出
と
い
っ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
つ
な
が
り
の
強
化
に
寄
与
す
る
学

校
体
育
施
設
の
活
用
に
対
す
る
認
識
と
今

後
の
方
針
は
。

市
長
／
学
校
体
育
施
設
は
、
地
域
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
場
と
し
て
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
お
り
、
日
常
生
活
圏
内
で
気
軽
に

利
用
で
き
る
施
設
の
開
放
は
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
世
代
の
ス
ポ
ー
ツ

参
加
の
機
会
と
な
る
こ
と
か
ら
、
地
域
ス

ポ
ー
ツ
を
支
え
る
実
効
性
の
高
い
取
組
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
学

校
体
育
施
設
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

問答

に
努
め
て
い
く
。

持
続
可
能
な
組
織
体
制
の
構
築
に
向

け
て
消
防
団
組
織
を
再
編
す
る
考
え
は
。

危
機
管
理
監
／
社
会
情
勢
の
変
化
に

対
応
し
て
消
防
団
の
地
域
防
災
力
を
維
持

す
る
た
め
に
は
、
組
織
体
制
を
見
直
す
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
組
織
の
再
編

に
当
た
っ
て
は
、
中
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン

と
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
明
確
に
し
て
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
消
防

本
部
や
自
治
会
、関
係
機
関
と
連
携
し
、必

要
に
応
じ
て
検
討
委
員
会
等
の
体
制
を
構

築
し
た
上
で
、
地
域
特
性
を
踏
ま
え
た
再

編
計
画
作
成
等
の
取
組
を
推
進
し
て
い
く
。

問答

ま
で
も
教
育
委
員
会
が
開
催
す
る
学
校
施

設
関
連
の
会
合
へ
市
長
部
局
が
参
加
し
、

利
用
状
況
や
利
用
団
体
か
ら
の
要
望
、
施

設
運
営
上
の
課
題
等
に
つ
い
て
情
報
共
有

や
意
見
交
換
を
行
い
、
施
設
の
運
営
や
利

用
調
整
に
生
か
す
な
ど
、
市
長
部
局
と
教

育
委
員
会
が
連
携
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
今
後
も
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

を
活
用
し
た
制
度
の
周
知
に
加
え
、
利
用

者
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
継
続
す
る
ほ
か
、
市

長
部
局
と
教
育
委
員
会
が
連
携
す
る
こ
と

で
、
市
民
が
身
近
な
場
所
で
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学
校
体
育

施
設
の
活
用
を
推
進
し
て
い
く
。

クーリングシェルターとして　　
公共施設を柔軟に活用する考えは

学校体育施設の活用に対する認識と
今後の方針は

片
岡
　
章
一

佐
野
　
博
一

一 般 質 問市政について問う！

今
後
も
継
続
し
て
い
く
。
ま
た
、
主
伐
・

再
造
林
ま
で
含
め
た
循
環
利
用
に
つ
い
て

は
、
生
産
機
能
だ
け
で
な
く
、
水
源
涵
養
、

防
災
、
生
物
の
多
様
性
保
全
、
環
境
保
全

と
い
っ
た
森
林
の
多
面
的
な
機
能
を
統
合

的
か
つ
持
続
可
能
な
形
で
活
用
を
図
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
主
伐
・
再▲主伐・再造林の様子

造
林
を
継
続
的

に
行
い
、
木
材

と
木
材
関
連
製

品
の
供
給
を
持

続
さ
せ
る
こ
と

で
生
産
性
向
上

を
図
っ
て
い
く
。
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一 般 質 問市政について問う！

災
害
関
連
死
を
防
ぐ
た
め
、
避
難
者

の
精
神
的
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
す
る
取
組
は
。

危
機
管
理
監
／
沼
津
市
地
震
・
津
波

対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
避

難
者
の
精
神
的
ス
ト
レ
ス
軽
減
と
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
空
間
確
保
に
寄
与
す
る
段
ボ
ー
ル

間
仕
切
り
や
災
害
対
策
用
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

ル
ー
ム
等
の
配
備
を
令
和
二
年
度
か
ら
進

め
て
い
る
。
令
和
七
年
度
末
に
お
け
る
こ

れ
ら
の
配
備
率
は
約
七
十
三
パ
ー
セ
ン
ト

で
あ
り
、
今
後
も
配
備
を
進
め
て
い
く
。

第
四
期
沼
津
市
耐
震
改
修
促
進
計
画

に
お
け
る
補
助
制
度
の
拡
充
と
代
理
受
領

制
度
導
入
の
考
え
は
。

問答問

市
長
／
旧
耐
震
基
準
建
物
の
所
有
者

に
よ
る
耐
震
改
修
工
事
の
促
進
の
た
め
、

リ
バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
型
住
宅
ロ
ー
ン
利

用
者
へ
の
補
助
制
度
を
新
た
に
創
設
し
た

ほ
か
、
工
事
費
用
と
補
助
金
の
差
額
分
の

答

地震などによる　　　　
災害関連死を防ぐ取組は

川
口
　
　
慶

養
育
費
を
確
実
に
確
保
す
る
た
め
の

支
援
と
し
て
、
民
事
執
行
手
続
費
用
補
助

制
度
を
創
設
す
る
考
え
は
。

福
祉
事
務
所
長
／
本
市
で
は
、
四
月

か
ら
国
の
補
助
制
度
を
活
用
し
、
公
正
証

書
や
家
庭
裁
判
所
の
調
停
等
に
よ
る
養
育

費
の
取
決
め
の
支
援
や
、
当
該
取
決
め
の

不
履
行
に
備
え
た
保
証
契
約
締
結
に
要
す

る
費
用
の
一
部
に
対
す
る
支
援
を
開
始
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
保
証
契
約
締

結
が
難
し
い
場
合
に
お
け
る
、
養
育
費
の

支
払
い
不
履
行
に
対
す
る
裁
判
手
続
等
に

つ
い
て
は
、
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
や
県
の

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
無
料
弁

問答

護
士
相
談
等
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
ず
は
、

こ
れ
ら
の
制
度
の
利
用
を
促
進
す
る
中
で
、

ひ
と
り
親
家
庭
の
さ
ら
な
る
支
援
ニ
ー
ズ

や
実
態
把
握
に
努
め
て
い
く
。

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
や
Ｖ
Ｒ
と
い

っ
た
現
代
的
手
法
を
活
用
し
た
本
市
な
ら

で
は
の
平
和
行
政
を
展
開
す
る
考
え
は
。

市
長
／
戦
争
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
ず
、

次
世
代
へ
確
実
に
継
承
す
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
の
取
組
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
と
と

も
に
、
現
代
的
な
手
法
を
活
用
し
た
記
録

の
保
存
や
学
習
な
ど
の
新
た
な
取
組
に
つ

い
て
、
先
進
事
例
を
参
考
に
、
関
係
機
関

等
と
連
携
し
な
が
ら
調
査
研
究
し
て
い
く
。

問答

離婚後の共同親権制度導入に伴う
ひとり親家庭への支援は

髙
橋
　
秀
子

学
校
施
設
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
、
①

環
境
改
善
に
係
る
整
備
内
容
は
。
②
衛
生

環
境
を
保
持
す
る
た
め
の
取
組
は
。

教
育
次
長
／
①
ト
イ
レ
環
境
の
改
善

に
は
、
便
器
の
洋
式
化
、
床
の
ド
ラ
イ
化
、

多
目
的
ト
イ
レ
の
整
備
に
よ
る
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
等
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
整
備
は
、
ト
イ
レ
室
の
レ

イ
ア
ウ
ト
の
変
更
や
拡
張
を
伴
う
こ
と
か

ら
、
学
校
再
編
や
校
舎
の
改
築
・
改
修
時

に
合
わ
せ
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
各
学
校
の
児
童
生
徒
の
状
況
や
洋

式
便
器
の
配
置
状
況
等
を
踏
ま
え
、
小
学

校
低
学
年
が
使
用
す
る
ト
イ
レ
を
優
先
し

問答

て
洋
式
化
す
る
な
ど
、
弾
力
的
な
対
応
も

行
っ
て
い
る
。
今
後
も
安
全
で
快
適
な
学

校
環
境
の
実
現
に
向
け
、
ト
イ
レ
の
整
備

を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
。
②
各
小
中
学

校
の
ト
イ
レ
の
良
好
な
衛
生
環
境
を
保
持

す
る
た
め
、
専
門
業
者
に
よ
る
専
用
機
器

と
洗
剤
を
用
い
た
、
日
常
清
掃
で
は
行
き

届
か
な
い
便
器
や
排
水
口
等
の
清
掃
を
年

二
回
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
緊
急
時
な
ど

も
必
要
に
応
じ
て
専
門
業
者
に
清
掃
を
依

頼
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、

ト
イ
レ
の
劣
化
を
抑
制
し
、
衛
生
環
境
の

維
持
・
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

学校施設のトイレ環境の
改善に向けた取組は

平
野
　
　
謙

旧
市
民
体
育
館
跡
地
を
市
庁
舎
の
移

転
先
と
す
る
考
え
は
。

産
業
振
興
部
長
／
旧
市
民
体
育
館
跡

地
は
、
駅
北
エ
リ
ア
全
体
の
魅
力
を
高
め

る
上
で
重
要
な
土
地
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
現
在
、
市
庁
舎
の
移
転
先
と
し
て

は
検
討
し
て
い
な
い
が
、
本
市
の
ま
ち
づ

く
り
に
資
す
る
よ
う
、
適
切
な
土
地
活
用

を
図
っ
て
い
く
。

財
務
部
長
／
現
庁
舎
は
十
分
な
耐
震
性
能

を
有
し
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関

す
る
計
画
で
令
和
二
十
八
年
度
ま
で
使
用

す
る
も
の
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
旧
市

民
体
育
館
跡
地
を
移
転
先
と
し
て
検
討
す

問答

る
段
階
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

企
業
立
地
の
促
進
に
向
け
、
県
企
業

局
と
連
携
し
た
用
地
開
発
の
取
組
を
進
め

て
い
く
考
え
は
。

産
業
振
興
部
長
／
現
在
、
県
企
業
局

と
連
携
し
、
片
浜
池
田
線
沿
道
ゾ
ー
ン
に

お
け
る
開
発
可
能
性
基
本
調
査
を
実
施
し
、

大
規
模
開
発
が
可
能
な
有
力
候
補
地
の
調

査
を
進
め
て
い
る
。
農
振
農
用
地
の
除
外

が
必
要
な
開
発
や
大
規
模
な
工
業
団
地
の

造
成
等
の
難
易
度
が
高
い
開
発
を
進
め
る

上
で
、
県
企
業
局
と
連
携
し
た
造
成
は
、

企
業
誘
致
の
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
考
え

て
い
る
。

問答

旧市民体育館跡地を　　　　
市庁舎の移転先とする考えは

加
藤
　
元
章

▲段ボール間仕切りと災害対策用プライベートルーム

資
金
で
改
修
工
事
へ

の
着
手
が
可
能
と
な

る
代
理
受
領
制
度
の

導
入
を
検
討
し
て
い

る
。
県
内
の
先
進
事

例
を
踏
ま
え
、
本
市

の
実
情
に
合
っ
た
制

度
の
導
入
に
向
け
、

取
り
組
ん
で
い
く
。
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　令和８年４月に、子どもたちのための「キッズペー
ジ」を新設しました！
　このキッズページは、学校で議会について学び始め
る小学６年生程度を対象に、「市議会ってなに？」、
「市議会議員ってどうやって選ばれるの？」といった
疑問に答えながら、分かりやすく沼津市議会を紹介し
ています。
　ぜひ、お子さんと一緒に御覧ください！

　市内小学校５校の６年生が、校外学習の一環として本会議場を見学し、市議会について学びました。
普段は立ち入ることのできない議員席で、市議会の仕組みや議員の仕事について職員から説明を受け
ると、子どもたちは熱心にメモを取り、多くの質問をしていました。

議場へようこそ！

小学生が議場を見学しました！

みんなで市議会について学んだよ

５月 15日
香貫小学校 70人

６月 11日
原東小学校 30人

６月 24日
大岡小学校 60人

６月 25日
第四小学校 55人

７月７日
原小学校　80人

沼
津
夜
間
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
使
途
不
明
金
問
題
に
つ
い
て
、
事
務

委
託
を
受
け
る
二
市
三
町
に
対
す
る
施
設

管
理
者
と
し
て
の
本
市
の
責
任
の
認
識
は
。

市
民
福
祉
部
長
／
沼
津
夜
間
救
急
医

療
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
は
、

二
市
三
町
か
ら
事
務
委
託
を
受
け
て
、
本

市
が
沼
津
夜
間
救
急
医
療
対
策
協
会
と
指

定
管
理
に
係
る
協
定
を
締
結
し
て
い
る
が
、

同
セ
ン
タ
ー
は
三
市
三
町
が
共
同
で
運
営

す
る
、
三
市
三
町
の
住
民
の
た
め
の
広
域

的
な
医
療
施
設
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
本
市
と
し
て
は
、
今
後
も
二

市
三
町
と
連
携
し
な
が
ら
、
適
切
な
管
理

問答

運
営
に
努
め
て
い
く
。

林
道
古
宇
河
内
線
に
お
い
て
道
路
用

地
と
し
て
分
筆
の
上
、
所
有
権
移
転
の
登

記
が
必
要
な
と
こ
ろ
、
手
続
未
了
の
ま
ま

固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
事
案
が

あ
る
が
、
こ
れ
に
対
す
る
対
処
は
。

産
業
振
興
部
長
／
林
道
古
宇
河
内
線

整
備
の
際
に
、
様
々
な
理
由
に
よ
り
分
筆

登
記
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
と
な

っ
て
、
土
地
所
有
者
に
課
税
さ
れ
て
い
る
。

整
備
か
ら
長
期
間
が
経
過
し
て
い
る
た
め
、

改
め
て
所
有
者
と
接
触
を
図
り
、
条
件
が

整
い
次
第
、
順
次
、
分
筆
登
記
を
進
め
て

い
く
。

問答

沼津夜間救急医療センターにおける
使途不明金問題の本市の責任は

山
下
　
富
美
子

一 般 質 問市政について問う！

市議会ホームページに

キッズページ新設！

キッズページはこちら
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ホームページで政務活動費の公開と請負状況の公表をしています

◦議員の調査研究その他の活動に資するため必要な経費の一部として、
　条例に基づき交付
◦金額は議員１人当たり 48万円／年

政務活動費

〇収支報告書　〇支出明細書　〇支出伝票　〇領収書
〇行政視察・研修参加等申請書及び報告書

■ホームページ公開資料

　透明性を確保するとともに、公正な議会運営とする
ため、市に対する請負状況を条例に基づき公表
※令和７年度における該当事案の報告はありませんでした。

請負状況

ＨＰの公開資料を
チェック

委員会レポート 所管事務調査報告

■総務経済委員会　「魅力ある地域資源を活かした都市型観光のまちづくり」
　本市の現状と先進地視察を踏まえた調査研究の結果、地域資源を活用することが新たなにぎわいの創
出につながることから、地域資源の発掘と磨き上げ、官民連携の促進、持続可能な観光の実現に向けた
環境整備、外国人観光客獲得に向けた情報発信について提言・要望を行った。

■民生病院教育委員会　「プラスチックの処理方法及びモバイルバッテリー等の適切な処分について」
　本市の現状と先進地視察を踏まえた調査研究の結果、環境に配慮しながらも、時代や暮らしの変化に
合わせ、市民の生活に寄り添った分別ルールや回収方法等の検討及び火災リスクの高いモバイルバッテ
リー等の適切な処分方法の周知や広報の展開について提言・要望を行った。

■建設水道危機管理委員会　「持続可能な水インフラ運営を目指した官民連携（ウォーター PPP）の可能性と課題」
　本市の現状と先進地視察を踏まえた調査研究の結果、ウォーター PPP 導入可否の判断や方針決定に
向けての本市の資産（処理場・管路）情報の精査・整理、複数案の比較・検討、国・県・近隣市町の動
向注視及び市民・地元企業の意向の十分な参酌について提言・要望を行った。

正副委員長の互選結果を報告します。常任委員会　正副委員長紹介

委 員 長　小泉　宣子
副委員長　大川敬太郎

総務経済委員会
委 員 長　平野　　謙
副委員長　佐野　博一

建設水道危機管理委員会
委 員 長　小澤　　隆
副委員長　堤　　飛鳥

民生病院教育委員会

委 員 長　尾藤　正弘
副委員長　佐藤健一郎

一般会計
予算決算委員会

委 員 長　久保田吉光
副委員長　大草　　満

特別会計企業会計
予算決算委員会

条例により
公表しています

議会
人事

常任委員会の
名簿はこちら
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　第 12回（２月）定例会において発議第 1号として可決した
「令和８年３月 13日に和解が成立した不当利得返還請求事件
について、山下議員及び市に説明責任の履行を求める決議」を
受け、双方から説明を受ける場として、５月 20日に議員全体
会議を開催しました。
　この会議において、当局へ質疑を行いました。なお、山下議
員は欠席しました。

議員全体会議を開催しました

第２回（４月）臨時会を開催しました

　臨時会とは、定例会のほかに、必要がある場合、特定の事件に限ってこれを審議するために臨時に
招集される議会のことです。
　第２回臨時会を、４月 28日に開催しました。
　この臨時会では、中東情勢の緊迫化に伴い、２つの意見書を国会等へ提出するため、議員提出議案
２件を審議し、議決しました。また、固定資産評価員選任の同意等２件を審議し、議決するとともに、
６件の報告を受けました。

新 議 員 の 紹 介
　４月 26日の市長選挙にあわせて行われた市議会議員補欠選挙の結果、加

か
藤
とう
元
もと
章
あき

氏が当選されましたので御紹介します。

▲加藤元章　議員

住所　平町	 所属委員会　民生病院教育委員会
年齢　62歳（R8.9.1 現在）	 　　　　　　特別会計企業会計予算決算委員会
会派　無所属の会
党派　自由民主党

議　案　名 内　　　　容 議決結果
人
事
認第10号
固定資産評価員選任の同意

前財務部長の辞任に伴う後任として、現財務部長の瀧
たき

口
ぐち

真
しん

一
いち

氏を選任
するものです。 同意

発　
議

発議第２号
中東地域における軍事行動の終
結及びホルムズ海峡の航行安全
の確保を求める意見書

■�議員 26人から、意見書の提出が発案されました。
中東地域において、軍事衝突による市民の犠牲や地域緊張の高まり、
ホルムズ海峡の航行安全への懸念があることから、日本政府に対し、
平和外交による解決に向けた働きかけを求めるものです。

可決

発議第３号
原油価格高騰による市民生活へ
の影響に係る対策強化及び物資
等の不安定な供給状況の改善を
求める意見書

■議員 26人から、意見書の提出が発案されました。
中東情勢による燃料価格高騰が、市民生活や産業全体に影響を及ぼす
懸念があることから、国に対し、影響を最小限にとどめるとともに、
対策を速やかに実施するよう求めるものです。

可決

主な議案一覧

☆このほかの議案については、沼津市議会のホームページを御覧ください。
☆発議第２号、発議第３号の意見書の全文は、11ページに掲載しています。

沼津市議会 検索
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以下の意見書を令和 8年４月 28日に満場一致で可決した後、
国会及び関係行政庁へ送付しました。
※�市だけの努力では解決できない公共の利益に関する問題について、
市議会の意思をまとめて国会等に意見書を提出するものです。

意 見 書

　中東情勢の緊迫化により原油の安定供給に対する懸念が高まっており、今後の情勢次第では、国内の燃料価格が大幅
に上昇する可能性が指摘されている。
　燃料価格の高騰は、市民生活に直結するのみならず、物流や製造コストの上昇を通じて、あらゆる産業に広く影響を
及ぼすものである。
　とりわけ、プラスチックや洗浄剤等の原料であるナフサの価格上昇や供給不安は、石油化学製品を原材料とする各種
資材の枯渇が顕在化し、既に明らかな影響が生じており、燃料価格や原材料価格の上昇による影響を受ける建設業、製
造業、運輸業などの産業だけでなく、医療や福祉の現場にも深刻な支障を及ぼしている。
　さらに、本市における中小企業の事業活動においては、燃料費の高騰に加え、生産・流通コストの上昇を通じた資材
価格の上昇など、間接的な影響も含めて経営を圧迫しており、一次産業を含む地域経済全体への波及が危惧される。
　加えて、燃料価格の安定化に向けて実施されている激変緩和措置や国家備蓄の活用についても、現行制度終了後の急
激な負担増が懸念され、先行きは依然として不透明である。
　よって、沼津市議会は、国に対し、あらゆる施策を講じて燃料価格の高騰や物資の不足が国民生活及び産業活動に及
ぼす影響を最小限にとどめるとともに、下記の対策を速やかに実施するよう強く要望する。

記
１　燃料価格の高騰に対する激変緩和措置について、現行制度の継続及び必要に応じた拡充を図られたい。
２　国家備蓄の機動的な放出等により、燃料の安定供給及び価格の安定化を図られたい。
３�　ナフサをはじめとする原材料の安定供給の確保及び価格高騰対策を講じ、建設業、製造業及び運輸業等への影響
を最小限に抑えられたい。
４�　中小企業を中心とした地域産業全体に対し、燃料費及び資材価格高騰の影響を踏まえた実効性ある支援策を講じ
られたい。

原油価格高騰による市民生活への影響に係る対策強化及び
物資等の不安定な供給状況の改善を求める意見書

中東地域における軍事行動の終結及びホルムズ海峡の航行安全の確保を求める意見書

　２月 28日に始まったアメリカ、イスラエルとイランとの軍事衝突は、当該地域の軍事施設だけでなく、民間施設に
も被害が及び、双方多数の市民が犠牲となっている。連鎖的な武力行使は中東全体の緊張を高め、罪のない多くの人々
を危険にさらしている。
　国連及び国際社会からは、敵対行為の即時停止と平和的解決を求める声が上がっており、米国とイランとの間で停戦
に向けた交渉も模索されているが、現時点では平和的解決の見通しは立っていない。また、我が国のエネルギー安全保
障に深刻な影響を及ぼすおそれのあるホルムズ海峡の安全な航行は、未だ十分に確保されておらず、我が国だけでなく
世界経済全体に重大な影響が生じつつある。
　イランの核開発を巡る問題については国際社会として深刻に受け止める必要がある一方で、いかなる理由があろうと
も、武力による解決はさらなる悲劇を生み、真の安定にはつながらない。本市は「核兵器廃絶平和都市宣言」に基づき、
世界の恒久平和の実現を目指す立場を明確にしており、民間人を巻き込む武力行使が繰り返される現状を強く憂慮する
ものである。
　よって、沼津市議会は日本政府に対し、次の事項を強く求める。

記
１�　米国、イスラエル及びイランに対して、中東地域における軍事行動の終結と、事態の平和的解決に向けた交渉を
速やかに進めるよう働きかけること。
２�　ホルムズ海峡の封鎖による我が国のエネルギー供給並びに世界経済全体への影響を踏まえ、国際社会と協調しつ
つ、外交的手段により、航行の自由と海上交通の安全を速やかに確保すること。
３�　中東地域の緊張緩和に向け、全ての関係国との対話を重視し、日本国憲法と国連憲章の原則に基づいた平和外交
を積極的に推進すること。
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議会だより編集委員会 井原三千雄委 員 長 髙橋　秀子委 員 大川敬太郎委 員 小泉　宣子委 員
佐藤健一郎副委員長 平野　　謙委 員 小澤　　隆委 員

新しい副議長決まる

前副議長に感謝状を贈呈

　副議長の辞職に伴い、６月
５日に選挙を行った結果、第
106 代副議長に井原三千雄
議員が当選しました。

　６月５日に副議長を辞職された尾藤正弘議員への感
謝状贈呈を、６月 29日の本会議において満場一致で
可決し、議会から感謝状を贈りました。

沼津市民憲章を唱和しました
　６月定例会の開会前に、沼津市民のまち
づくりの規範として制定された沼津市民憲
章を、本会議場で唱和しました。▲左から、梶議長、尾藤前副議長、井原副議長

議会だより次回発行予定　令和 8年 12月 1日 見やすくよみまちがえにくいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。

副議長
井原三千雄　議員

永年勤続議員表彰される
　深田昇議員、梶泰久議員、加藤明子議員、渡邉
博夫議員（議席番号順）が議員 15年として、全
国市議会議長会から永年勤続表彰を受けました。
あわせて、議会から感謝状を贈りました。

▲感謝状の贈呈 ▲左から、加藤議員、渡邉議員、
梶議員、深田議員
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